
お
困
り
ご
と
、お
悩
み
ご
と 

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

ご
存
知
で
す
か
民
生
委
員
・
児
童
委
員

広報はとやま2017.1月号 広報はとやま2017.1月号

広げる、広がる の福祉 環
手
話
を
覚
え
な
が
ら
、み
ん
な
で
合
唱

し
ま
し
た
。

▼

折
り
紙
を
楽
し
む
参
加
者

多くの出会いを地域福祉の新たな一歩へ
第 21 回ふれあい広場

福祉レポート
　
近
年
、少
子
・
高
齢
化
に
伴
い
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢
者
だ
け
の
世

帯
が
増
え
て
い
ま
す
。一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
は
、自
宅
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち

な
た
め
、近
所
と
の
接
点
が
少
な
く
、健

康
や
生
活
な
ど
の
心
配
事
を
相
談
す
る

相
手
が
い
な
い
場
合
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、地
域
の

皆
さ
ん
の
様
々
な
相
談
を
お
受
け
し
、

町
健
康
福
祉
課
や
町
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
、そ
の
他
関
係
機
関
な
ど
と

連
携
を
取
り
な
が
ら
、必
要
な
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、避
難
行
動
要
支

援
者
支
援
制
度
に
伴
う
個
別
訪
問
活

動
、「
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」や

「
子
育
て
サ
ロ
ン
」の
開
催
、イ
ベ
ン
ト
・

運
動
へ
の
協
力
活
動
、支
援
訪
問（
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ
の
訪
問
相
談
活

動
）な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　「
誰
に
聞
い
て
よ
い
か
分
か
ら
な
い
」

「
悩
み
が
あ
り
、話
を
聞
い
て
ほ
し
い
」

「
引
っ
越
し
て
き
た
ば
か
り
で
よ
く
分

か
ら
な
い
」な
ど
、一
人
で
悩
ん
で
い
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
委
員
に
は
守
秘
義
務
が
あ
り
、プ
ラ

イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
こ
と
が
他
に
漏
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。ご
心
配
な
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、担
当
地
区
の
民

生
委
員
・
児
童
委
員（
22
ペ
ー
ジ
の
名

簿
を
参
照
）へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼
問
合
せ
　
役
場
健
康
福
祉
課
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－

１
２
４
１

Ｆ
Ａ
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２
９
６

－

３
３
９
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（
右
か
ら
） 

清
水
さ
ん
、杤
原
さ
ん
、志
賀

さ
ん
、矢
野
さ
ん
。

「子育てサロン」では、お母さんたちの情報交
換・交流の場を提供しています。

　「民生委員・児童委員」は、「民生委員法」及び
「児童福祉法」により、厚生労働大臣から委嘱さ
れた非常勤の地方公務員です。給与の支給はな
くボランティアとして活動しています。全国の
市町村で約 23 万人が、皆さんの暮らしを支援
するため、地域住民の立場に立って活動してい
ます。
　すべての「民生委員」は「児童委員」を兼ね、子
どもに関わる相談支援活動も行います。「主任
児童委員」は、子どもに関する支援活動を重点的
に行います。任期はいずれも３年です。

　社会福祉の発展への功績が認められ、11月 16 日、
さいたま市文化センターで行われた「埼玉県社会福祉
大会」で、杤

とちはら

原紀子さんが知事表彰を、志賀登
のぼる

さん、矢野
幹夫さん、清水友子さんが会長表彰を受賞しました。お
めでとうございました。
※杤原さん、志賀さんは平成 28年 11月 30日で退任

12
月
３
日
、役
場
会
議
室
で
委

員
へ
の
委
嘱
状
伝
達
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

地域で皆さんの暮らしを支える
民生委員・児童委員

おめでとうございます
埼玉県社会福祉大会で 鳩山町から
４名が知事表彰・会長表彰を受賞

担当地区 氏　　名 性別 住　　所 電話番号

小 用 １ 新
あ ら い

井 恒
つ ね お

夫 男 小用 649 296-0481

小 用 ２ 松
まつもと

本 美
み ち よ

千代 女 小用 178-1 296-0033

大 豆 戸 北 宮
みやざき

﨑 君
き み え

枝 女 大豆戸 222 296-0059

大 豆 戸 南 かたやま

山 徹
て つ お

夫 男 大豆戸 33 215-4834

赤 沼 上 石
い し い

井 忠
ちゅう

治
じ 男 赤沼 1937 296-1371

赤 沼 下 髙
こうやま

山 英
ひ で お

男 男 赤沼 115 296-0122

今 宿 中
なかじま

島 健
け ん じ ろ う

二郎 男 今宿 340 296-0088

石 坂 １ 栁
やなぎ

澤
さわ

 義
よしのぶ

信 男 石坂 655 296-1526

石 坂 ２ 渡
と か し き

嘉敷 百
ゆ り こ

合子 女 石坂 1323 296-1421

鳩 山 団 地 池
い け の

野 とし子
こ 女 赤沼 736-208 296-2719

大 橋 眞
ま し た

下 
せいいち

一 男 大橋 533 296-3668

奥 田 吉
よしざわ

澤 伸
のぶ

枝
え 女 奥田 205 296-0597

須 江 田
た じ ま

嶋 幸
ゆ き え

江 女 須江 106 296-3435

竹 本 三
さいぐさ

枝 きみ子
こ 女 竹本 920 296-2487

泉 井 小
お が わ

川 百
ゆ り こ

合子 女 泉井 109 296-0557

上熊井・高野倉 森
もり

　博
ひろ

美
み 女 熊井 1113 296-3534

下 熊 井 大
お お の

野 茂
しげ

次
じ 男 熊井 61-2 296-0420

松 ケ 丘 一 平
ひらさわ

沢 圭
け い こ

子 女 松ヶ丘 1-10-3 296-5212

松 ケ 丘 ニ 田
た な か

中 慎
しんいち

一 男 松ヶ丘 2-18-15 296-6631

松 ケ 丘 三 大
おおまち

町 茂
しげる 男 松ヶ丘 3-7-11 296-3805

松 ケ 丘 四 西
に し だ

田 美
み ち こ

知子 女 松ヶ丘 4-16-6 296-6122

楓 ケ 丘 一 松
まつなみ

浪 亜
あ や

矢 女 楓ヶ丘 1-11-7 296-1654

楓ケ丘ニ東 松
まつやま

山 みよ子
こ 女 楓ヶ丘 2-23-5 296-1927

楓ケ丘ニ西 平
ひ ら い

井 清
きよし 男 楓ヶ丘 2-30-3 296-2250

楓 ケ 丘 三 大
おおたに

谷 茂
しげ

実
み 女 楓ヶ丘 3-18-14 296-6935

楓 ケ 丘 四 宮
み や た

田 道
み ち こ

子 女 楓ヶ丘 4-6-13 296-0358

鳩ケ丘一北 山
やまわき

脇 悦
え つ こ

子 女 鳩ヶ丘 1-14-5 296-6031

鳩ケ丘一南 矢
や の

野 幹
み き お

夫 男 鳩ヶ丘 1-14-9 296-3880

鳩ケ丘ニ北 藤
とうどう

堂 大
まさよし

義 男 鳩ヶ丘 1-4-15 236-3736

鳩ケ丘ニ南 倉
く ら が の

賀野 生
い く こ

子 女 鳩ヶ丘 2-11-4 296-5846

鳩 ケ 丘 三 吉
き っ か

家 カヨ子
こ 女 鳩ヶ丘 3-7-7 296-4614

鳩 ケ 丘 四 田
た な か

中 千
ち ま り

万里 女 松ヶ丘 3-12-5 296-0270

鳩 ケ 丘 五 笠
かさはら

原 玲
れ い こ

子 女 鳩ヶ丘 1-28-9 296-4045

主任児童委員 清
し み ず

水 友
と も こ

子 女 大豆戸 870 296-1541

主任児童委員 髙
たか

見
み

 みな子
こ 女 鳩ケ丘 5-6-16 296-4824

新しい委員が決まりました
民 生 委 員・ 児 童 委 員（ 主 任 児 童 委 員 ）名 簿

　子どもからお年寄り、障がいのあるなしに関わ
らず、さまざまな立場にある方々が集まり、催し
や体験を通じた交流と情報交換を目的に、町社
会福祉協議会とふれあい広場実行委員会が、11
月 27 日、町中央公民館で「第 21 回ふれあい広場」
を開催しました。
　会場では、ダンスや音楽、手話による歌、童謡
やバンド演奏、吹奏楽のほか、踊

よ う

正太郎さんによ
る津軽三味線などのステージ発表や、模擬店や
フリーマーケット、ゲーム、車椅子・点字体験な
どを通じて、世代や立場を超えて交流する姿が
多く見られました。
　なお、町の福祉に貢献した方々の表彰式も同日
行われ、以下の方々が表彰されました。（順不同）

【表彰状】あゆみ会　【感謝状】さざんか、山びこ
会、鳩山町埋立対策連絡協議会、故 栗原清美さ
ん、つぼみの会、鳩山町商工会女性部

町社会福祉協議会表彰式に出席された皆さん
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